
【報告事項 令和７年度事業報告】 
 

令和 7年度 事業報告 

  

Ⅰ 庶務に関する事業 

１ 総務の概要 

１） 会員           

(１) 会員数 令和 8年 3月 31 日 44 団体 

（２）会費徴収員数 令和 8年 3月 31 日 3,368 名 

（３）賛助会員 令和 8年 3月 31 日 団体会員 21 団体 

個人会員 32 名 

 

２）役員 

 （理事 14 名、監事 3 名） 

理 事 髙橋芳幸、浦山良雄、舘野浩一、志村宏夫、森 一司、 

石田利雄、森脇秀俊、笠井浩司、東 孔明、野田敏朗、 

迫田 潔、強谷雅彦、安森隆則、濱野晴三 

監 事 新関源衛、山本英治、西出 宏 

   （松尾隆雄理事 令和 8年 3月 25 日逝去により退任） 

 

３）役職員 

区 分 常務理事 技術職員 事務職員 計 

人 数 １ １ ２ ４ 

 

４）会議 

区  分 開 催 期 日 主 な 議 題 

 

 

第 1 回 

定例理事会 

 

 

令和 7年 6月 13 日 

家畜改良事業団会議

室 

1 令和 6年度事業報告、貸借対照表及び正味財産 

増減計算書等に関する件 

2 令和 7年度事業計画及び予算に関する件 

3 理事及び監事の選任に関する件 

4 第 14 回定時総会に報告する事項に関する件 

5 その他 

 

 

第 13 回 

定時総会 

 

 

令和 7年 6月 25 日 

AP 東京八重洲 W ﾙｰﾑ 

1 令和 6年度貸借対照表及び正味財産増減計算書

等に関する件 

2 令和 7年度会費の額及び徴収方法に関する件 

3 理事及び監事の選任に関する件 

4 その他 

 

 

第 2 回 

定例理事会 

 

 

令和 8年 3月 17 日 

家畜改良事業団会議

室 

1 令和 8年度事業計画及び収支予算に関する件 

2 第 15 回定時総会の開催及び付議事項に関する 

 件 

3 令和 8年度会費の額並びに徴収方法に関する件 

4 賛助会員の入会について 

5 その他 

 

５）監事監査 
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【報告事項 令和７年度事業報告】 

令和 7年５月２８日(水)、日本家畜人工授精師協会事務所において、令和６年度事

業報告および決算事項について監査を受けた。 

Ⅱ 事業の概要 

１ 実施事業 

１）家畜人工授精・繁殖技術発表全国大会の実施

家畜人工授精および受精卵移植に携わる家畜人工授精技術者は、刻々と変化する経済状

況を背景に受胎率向上や繁殖効率改善に日々取り組んでおり、それらから派生する事例等

の貴重な情報を保有している。 

一方、関連学会や研究会は学術的な解析等の発表が主体となり、現場で生じている知見

に関する意見交換を行える場は、本協会が主催する全国大会のみになっているが、来場者

数がコロナ禍以降伸び悩みの状態にある。 

これまで累積した来場者へのアンケート調査も参考とし、理事会の協議を経て、令和 7年

度から「家畜人工授精・繁殖技術発表全国大会（旧家畜人工授精優良技術発表全国大会）」

と大会名称を変更し、日常の業務を通して得られた実践的な内容等をより広く全国の家畜

人工授精技術者に伝達し、家畜繁殖技術の向上と普及定着を図るため、令和 8 年 2 月 12 日

（木）に東京都千代田区大手町の日経ホールで開催した。 

新たな取り組みとして、日本学校農業クラブ全国大会で発表され優秀賞を獲得した農業高

校の生徒を招聘し、発表会を通して現職の技術者の活動を体得させ、また交流を以て将来の会

員へ結び付ける。また、全国共進会で最優秀賞等を受賞した牛の繁殖を手掛けた技術者を

大会に招待し特別表彰を行った。また、地位向上に結び付ける発表演題８題の中から選考

委員による選考の結果、一般社団法人北海道家畜人工授精師協会の森口巧氏の「乳牛の受

胎率向上に向けた黄体・周囲血流量の分析と現場応用の可能性」と、西井亮太氏の「出血

を起点とした Ovsynch 処置の再検証と開始時期変更による受胎率の検討」が西川賞を受賞

した。 

また、北里大学獣医学部動物資源科学科の鍋西 久准教授による「近年の暑熱環境は乳・

肉用牛の繁殖性にどう影響しているか」とした特別講演を開催した。 

令和２年度から着手した録画放映の継続を要望する構成会員が多く、広く情報の提供と

共有を促すために、大会終了後に録画配信も行った。配信画像は、大会会場での発表を撮

影し、編集作業を経て、令和８年３月３１日～９月３０日を視聴期間とする。 

２）講習会・機関誌発行等事業

以下の７つの事業を実施した。 

（１）家畜改良・繁殖技術に関する講習会の開催

令和６年度より、「家畜改良講習会」ならびに「家畜繁殖技術講習会」の開催を「家畜改

良・繁殖技術講習会」と改め、新たな知見やより専門的で高度な知識の獲得を促すために講

師招聘範囲の制約を外し、全国の専門家を講師として招聘できることとした。 

月 日 道府県 内容（テーマ） 実施場所 
参加

人数 
講 師 

【報告事項 令和７年度事業報告】 

 8 月 28 日 北海道 
生殖器解剖・繁殖生理及

び授精適期の判定 

北海道畜産公社上川

工場・北海道 NOSAI 上

川中央家畜診療所 

6 

北海道大学獣医学

部 栁川洋二郎准

教授・谷田孝志助教 

 9 月 2 日 香川県 周産期管理の重要性 
香川県農業協同組合

中讃営農センター 
20 

岡山理科大獣医学

部 後藤聡准教授 

10月 27日 秋田県 生産獣医療と畜産 秋田県畜産会館 20 

秋田県農業共済組

合中央部家畜診療

所長 今野 誠 

11月 26日 新潟県 

暑熱対策で乳生産維持

および繁殖成績向上等

について 

デンカビッグスワン

スタジアム会議室
23 

全国酪農業協同組

合連合会大阪支所 

技術顧問 永井秀樹 

12月 11日 岩手県 
家畜人工授精師のスキ

ルアップ研修

小岩井農牧株式会社 

小岩井農場 
19 

全農岩手県本部 

大津信一 

12月 23日 山口県 
講義：人工授精 

実習：精液の取扱い等 

山口県農林総合技術

センター畜産技術部
9 

山口県農林総合技

術センター  

中谷幸穂 他 

2月26日 大分県 

和牛チップ DNA 情報を活

用した新しい形質のモ

ニタリングについて

亀の井ホテル別府 103 

全国和牛登録協会

DNA データベース課 

課長 中山健一郎 

（２）機関誌の発行

家畜繁殖に係る諸技術を主題として取り上げ、生産農家の身近な相談相手である技術者の

知識の拡充を目的に、技術者からの執筆等により構成を行う他、新たな技術情報の紹介や学

術的な情報の提供を幅広く編纂した機関誌「家畜人工授精」を年４回発行した。 

令和 7年度発行 

(通巻) 特  集 報 告 その他 

 7 月号(326) 

受胎率調査結果 

令和 4年次(確定) 

令和 5年次(速報) 

DRC Report 

家畜改良増殖目標 
投稿論文 

10 月号(327) 衛生的な人工授精手技 投稿論文 

 1 月号(328) 第 54 回大会要旨 法令アンケート集計 

 4 月号(329) 第 54 回大会発表要旨 超音波アンケート集計 

（３）家畜人工授精技術者等の表彰

表彰規定に基づき、岡山県家畜人工授精師協会から２名、香川県家畜人工授精師協会か

ら 1名の推薦があった家畜人工授精技術功労者の表彰を行った。 

（４）技術の普及定着

家畜人工授精関連技術者の業務遂行に必要な最新情報および各種関係資料の収集、家畜

改良・繁殖技術講習会、全国大会等の企画調整ならびに調査業務を推進した。 
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【報告事項 令和７年度事業報告】 

令和 7年５月２８日(水)、日本家畜人工授精師協会事務所において、令和６年度事

業報告および決算事項について監査を受けた。 

Ⅱ 事業の概要 

１ 実施事業 

１）家畜人工授精・繁殖技術発表全国大会の実施

家畜人工授精および受精卵移植に携わる家畜人工授精技術者は、刻々と変化する経済状

況を背景に受胎率向上や繁殖効率改善に日々取り組んでおり、それらから派生する事例等

の貴重な情報を保有している。 

一方、関連学会や研究会は学術的な解析等の発表が主体となり、現場で生じている知見

に関する意見交換を行える場は、本協会が主催する全国大会のみになっているが、来場者

数がコロナ禍以降伸び悩みの状態にある。 

これまで累積した来場者へのアンケート調査も参考とし、理事会の協議を経て、令和 7年

度から「家畜人工授精・繁殖技術発表全国大会（旧家畜人工授精優良技術発表全国大会）」

と大会名称を変更し、日常の業務を通して得られた実践的な内容等をより広く全国の家畜

人工授精技術者に伝達し、家畜繁殖技術の向上と普及定着を図るため、令和 8 年 2 月 12 日

（木）に東京都千代田区大手町の日経ホールで開催した。 

新たな取り組みとして、日本学校農業クラブ全国大会で発表され優秀賞を獲得した農業高

校の生徒を招聘し、発表会を通して現職の技術者の活動を体得させ、また交流を以て将来の会

員へ結び付ける。また、全国共進会で最優秀賞等を受賞した牛の繁殖を手掛けた技術者を

大会に招待し特別表彰を行った。また、地位向上に結び付ける発表演題８題の中から選考

委員による選考の結果、一般社団法人北海道家畜人工授精師協会の森口巧氏の「乳牛の受

胎率向上に向けた黄体・周囲血流量の分析と現場応用の可能性」と、西井亮太氏の「出血

を起点とした Ovsynch 処置の再検証と開始時期変更による受胎率の検討」が西川賞を受賞

した。 

また、北里大学獣医学部動物資源科学科の鍋西 久准教授による「近年の暑熱環境は乳・

肉用牛の繁殖性にどう影響しているか」とした特別講演を開催した。 

令和２年度から着手した録画放映の継続を要望する構成会員が多く、広く情報の提供と

共有を促すために、大会終了後に録画配信も行った。配信画像は、大会会場での発表を撮

影し、編集作業を経て、令和８年３月３１日～９月３０日を視聴期間とする。 

２）講習会・機関誌発行等事業

以下の７つの事業を実施した。 

（１）家畜改良・繁殖技術に関する講習会の開催

令和６年度より、「家畜改良講習会」ならびに「家畜繁殖技術講習会」の開催を「家畜改

良・繁殖技術講習会」と改め、新たな知見やより専門的で高度な知識の獲得を促すために講

師招聘範囲の制約を外し、全国の専門家を講師として招聘できることとした。 

月 日 道府県 内容（テーマ） 実施場所 
参加

人数 
講 師 
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生殖器解剖・繁殖生理及

び授精適期の判定 

北海道畜産公社上川

工場・北海道 NOSAI 上

川中央家畜診療所 
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部 栁川洋二郎准

教授・谷田孝志助教 

 9 月 2 日 香川県 周産期管理の重要性 
香川県農業協同組合
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部 後藤聡准教授 

10月 27日 秋田県 生産獣医療と畜産 秋田県畜産会館 20 

秋田県農業共済組

合中央部家畜診療

所長 今野 誠 
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暑熱対策で乳生産維持

および繁殖成績向上等

について 

デンカビッグスワン

スタジアム会議室
23 

全国酪農業協同組

合連合会大阪支所 

技術顧問 永井秀樹 

12月 11日 岩手県 
家畜人工授精師のスキ

ルアップ研修

小岩井農牧株式会社 

小岩井農場 
19 

全農岩手県本部 

大津信一 

12月 23日 山口県 
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実習：精液の取扱い等 

山口県農林総合技術

センター畜産技術部
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山口県農林総合技

術センター  

中谷幸穂 他 

2月26日 大分県 

和牛チップ DNA 情報を活

用した新しい形質のモ

ニタリングについて

亀の井ホテル別府 103 

全国和牛登録協会

DNA データベース課 

課長 中山健一郎 

（２）機関誌の発行

家畜繁殖に係る諸技術を主題として取り上げ、生産農家の身近な相談相手である技術者の

知識の拡充を目的に、技術者からの執筆等により構成を行う他、新たな技術情報の紹介や学

術的な情報の提供を幅広く編纂した機関誌「家畜人工授精」を年４回発行した。 

令和 7年度発行 

(通巻) 特  集 報 告 その他 

 7 月号(326) 

受胎率調査結果 

令和 4年次(確定) 

令和 5年次(速報) 

DRC Report 

家畜改良増殖目標 
投稿論文 

10 月号(327) 衛生的な人工授精手技 投稿論文 

 1 月号(328) 第 54 回大会要旨 法令アンケート集計 

 4 月号(329) 第 54 回大会発表要旨 超音波アンケート集計 

（３）家畜人工授精技術者等の表彰

表彰規定に基づき、岡山県家畜人工授精師協会から２名、香川県家畜人工授精師協会か

ら 1名の推薦があった家畜人工授精技術功労者の表彰を行った。 

（４）技術の普及定着

家畜人工授精関連技術者の業務遂行に必要な最新情報および各種関係資料の収集、家畜

改良・繁殖技術講習会、全国大会等の企画調整ならびに調査業務を推進した。 
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【報告事項 令和７年度事業報告】 
 

 

（５）ブロック会議の開催 

令和７年度に実施する各種事業の効果的な運営実施を図るため、事業推進ブロック会議

を以下の６カ所で開催した。 

なお、欠席県（埼玉県、千葉県、神奈川県、福井県、静岡県、京都府、和歌山県、広島県、 

高知県）に対しては、会議終了後に会議資料一式を送付した。 

 

（６）家畜人工授精技術者動静調査 

家畜人工授精師の実態把握に努める必要があることから、家畜人工授精技術者動静調査

を行った。 

 

２ その他事業 

１） 家畜人工授精関係資料作成および情報発信事業 

 

（１）家畜人工授精講習会テキスト等作成 

ア）家畜人工授精および家畜受精卵移植講習会テキスト用法令集を 1,100 部作製し、テ

キストと併せて頒布。 

イ）家畜人工授精講習会テキスト（家畜人工授精編）1,100 部作製。 

ウ）家畜人工授精講習会テキスト（家畜体内受精卵・家畜体外受精卵移植編）350 部作

製。 

エ）家畜人工授精講習会テキスト（家畜体内受精卵・家畜体外受精卵移植編）改訂を進

める。 

 

（２）情報の発信 

  機関誌、ホームページ等を活用して、次の情報を広く発信した。 

①  本協会業務に関すること。 

②  各種研修会・講習会の開催案内。 

③  動画ライブラリ。 

④ 乳用牛への黒毛和種交配状況（F1）調査等に関すること。 

⑤ 受胎率調査等に関すること。 

 

２）その他の事業 

本協会が、とくにその実施が必要と認める次の事業を行った。 

 

ブロック 開催県 開 催 年 月 日 開 催 場 所 

北海道・東北 日人協＊ 令和7年7月18日 ホテル福島グリーンパレス 

関東・甲信越 新潟県 令和7年7月11日 ANAクラウンプラザホテル新潟 

東海・北陸 富山県 令和7年7月 9日 ホテルグランテラス富山 

近   畿 奈良県 令和7年7月24日 奈良県社会福祉総合センター 

中国・四国 岡山県 令和7年7月23日 岡山シティホテル桑田町 

九州・沖縄 宮崎県 令和7年7月 3日 ホテルメリージュ 
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（１） 高度牛繁殖技術普及強化事業 

（公益財団法人全国競馬・畜産振興会助成事業） 

牛繁殖技術向上に向けた超音波検査技術の導入のため、経験に応じた研修会を開催し、初

心者への利用拡充と経験者への定常化を図ると共に、若手技術者の技術習得の場を設け、施

策に即応できる生産技術の高位安定化を図った。 

一方、最新技術の普及に備え繁殖評価値を構築するための試験を委託した。さらに、交配

状況と受胎率調査を全国規模で実施し、繁殖技術水準を確認できる情報の提供を継続し、繁

殖基盤強化に努めた。 

 

 

ア）事業推進委員会開催等事業 

令和７年７月３０日(水)、AP 東京八重洲 7階 Vルームにおいて、事業推進委員からなる

標記委員会を開催し、令和７年度事業の効率的かつ円滑な推進に関する検討等を行った。   

指摘事項等があった場合には、事業計画等の変更等を含めて適切に対応することとし

た。 

 

イ） 基本技術継承研修事業 

繁殖技術者の高齢化等に伴い、技術者の世代交代の時期を迎えていると考えられるが、こ

れまで培われた諸技術の継承が十分行われていないことが課題となっている。そこで、繁殖

技術の経験豊富な技術者を講師に迎え、新規あるいは中堅技術者等への技術の継承のための

全国を 6ブロックに分け、研修会を年 2カ所で開催した。 

 

開催年度 開催日 ブロック 開催地 講    師 
参加

人数 

 

令和7年度 

12 月 17 日 北海道 
帯広畜産大学産

業動物臨床棟 

ET 実務者ネットワーク 

佐藤太郎 代表 

吉川基一 副代表 

小比類巻正幸 役員 

山本広憲 事務局長 

41 

2 月 7 日 東 北 
岩手大学農学部

ぽらんホール 
42 

 

ウ）超音波検査技術高度化研修事業 

 

① 実態調査 

令和 4 年度に行った調査と同じ内容で、過去に開催した超音波技術研修会に参加した技術

者等を含め、アンケート形式での超音波検査技術の利用実態等、技術の浸透度を調査すると

共に、実務の中で生じた新たな疑問やさらに習得したい内容等の調査を併せて行い、09 月 16

日にアンケートを 800 通送付した。360 通の回答があった。 

② 道府県技術者研修会 

開催希望のあった 2 道県の家畜人工授精師協会に業務を委託し、家畜人工授精師を対象と

した超音波検査技術研修会を開催した。 

0  7 月 11 日：北海道開催（北海道立総合研究機構酪農試験場） 
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（５）ブロック会議の開催 

令和７年度に実施する各種事業の効果的な運営実施を図るため、事業推進ブロック会議

を以下の６カ所で開催した。 

なお、欠席県（埼玉県、千葉県、神奈川県、福井県、静岡県、京都府、和歌山県、広島県、 

高知県）に対しては、会議終了後に会議資料一式を送付した。 

 

（６）家畜人工授精技術者動静調査 

家畜人工授精師の実態把握に努める必要があることから、家畜人工授精技術者動静調査

を行った。 

 

２ その他事業 

１） 家畜人工授精関係資料作成および情報発信事業 

 

（１）家畜人工授精講習会テキスト等作成 

ア）家畜人工授精および家畜受精卵移植講習会テキスト用法令集を 1,100 部作製し、テ

キストと併せて頒布。 

イ）家畜人工授精講習会テキスト（家畜人工授精編）1,100 部作製。 

ウ）家畜人工授精講習会テキスト（家畜体内受精卵・家畜体外受精卵移植編）350 部作

製。 

エ）家畜人工授精講習会テキスト（家畜体内受精卵・家畜体外受精卵移植編）改訂を進

める。 

 

（２）情報の発信 

  機関誌、ホームページ等を活用して、次の情報を広く発信した。 

①  本協会業務に関すること。 

②  各種研修会・講習会の開催案内。 

③  動画ライブラリ。 

④ 乳用牛への黒毛和種交配状況（F1）調査等に関すること。 

⑤ 受胎率調査等に関すること。 

 

２）その他の事業 

本協会が、とくにその実施が必要と認める次の事業を行った。 

 

ブロック 開催県 開 催 年 月 日 開 催 場 所 

北海道・東北 日人協＊ 令和7年7月18日 ホテル福島グリーンパレス 

関東・甲信越 新潟県 令和7年7月11日 ANAクラウンプラザホテル新潟 

東海・北陸 富山県 令和7年7月 9日 ホテルグランテラス富山 

近   畿 奈良県 令和7年7月24日 奈良県社会福祉総合センター 

中国・四国 岡山県 令和7年7月23日 岡山シティホテル桑田町 

九州・沖縄 宮崎県 令和7年7月 3日 ホテルメリージュ 
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（１） 高度牛繁殖技術普及強化事業 

（公益財団法人全国競馬・畜産振興会助成事業） 

牛繁殖技術向上に向けた超音波検査技術の導入のため、経験に応じた研修会を開催し、初

心者への利用拡充と経験者への定常化を図ると共に、若手技術者の技術習得の場を設け、施

策に即応できる生産技術の高位安定化を図った。 

一方、最新技術の普及に備え繁殖評価値を構築するための試験を委託した。さらに、交配

状況と受胎率調査を全国規模で実施し、繁殖技術水準を確認できる情報の提供を継続し、繁

殖基盤強化に努めた。 

 

 

ア）事業推進委員会開催等事業 

令和７年７月３０日(水)、AP 東京八重洲 7階 Vルームにおいて、事業推進委員からなる

標記委員会を開催し、令和７年度事業の効率的かつ円滑な推進に関する検討等を行った。   

指摘事項等があった場合には、事業計画等の変更等を含めて適切に対応することとし

た。 

 

イ） 基本技術継承研修事業 

繁殖技術者の高齢化等に伴い、技術者の世代交代の時期を迎えていると考えられるが、こ

れまで培われた諸技術の継承が十分行われていないことが課題となっている。そこで、繁殖

技術の経験豊富な技術者を講師に迎え、新規あるいは中堅技術者等への技術の継承のための

全国を 6ブロックに分け、研修会を年 2カ所で開催した。 

 

開催年度 開催日 ブロック 開催地 講    師 
参加

人数 

 

令和7年度 

12 月 17 日 北海道 
帯広畜産大学産

業動物臨床棟 

ET 実務者ネットワーク 

佐藤太郎 代表 

吉川基一 副代表 

小比類巻正幸 役員 

山本広憲 事務局長 

41 

2 月 7 日 東 北 
岩手大学農学部

ぽらんホール 
42 

 

ウ）超音波検査技術高度化研修事業 

 

① 実態調査 

令和 4 年度に行った調査と同じ内容で、過去に開催した超音波技術研修会に参加した技術

者等を含め、アンケート形式での超音波検査技術の利用実態等、技術の浸透度を調査すると

共に、実務の中で生じた新たな疑問やさらに習得したい内容等の調査を併せて行い、09 月 16

日にアンケートを 800 通送付した。360 通の回答があった。 

② 道府県技術者研修会 

開催希望のあった 2 道県の家畜人工授精師協会に業務を委託し、家畜人工授精師を対象と

した超音波検査技術研修会を開催した。 

0  7 月 11 日：北海道開催（北海道立総合研究機構酪農試験場） 
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11 月 14 日：島根県開催（島根県畜産技術センター） 

③ 基本技術研修会

初心者を対象とした超音波技術の研修会開催を独立行政法人家畜改良センター（奥羽牧場、

岩手牧場、熊本牧場）との共催により、技術の有効性を体験する位置付けの研修会を開催し

た。 

④ 応用技術研修会

超音波研修会に参加した技術者からアンケート調査に寄せられた質問等を系統立てて整理

し、対応可能な講師に講義を依頼した。研修会は家畜改良センターとの共催とし、座学と実

技研修を併せて一層の理解度を深めた。 

⑤ 経腟採卵技術研修会

獣医師を対象として、経腟採卵技術の研修会を独立行政法人家畜改良センター（本所、鳥

取牧場）で年 2 回開催する。また、採取した卵子の検索等を獣医師ならびに家畜体外受精卵

移植師を対象に（申し込み時に免許確認）併せて開催した。 

基本技術・応用技術・経腟採卵技術研修会開催実績 

開催日 開催場所 講師 
参加 

人数 
参加者道県名 

R7.11.14 
基本

技術 
岩手牧場 平田 統一(岩手大) 10 

福島県、茨城県、栃木

県、埼玉県、新潟県 

R7.11.20 
基本

技術 
熊本牧場 西村 亮(鳥取大) 7 

山口県、高知県、福岡

県、鹿児島県 

R7.12. 4 
基本

技術 
奥羽牧場 永野 昌志（北里大） 10 

沖縄県、東京都、岩手

県、青森県、 

R7.12.19 
応用

技術 
宮崎牧場 北原 豪（宮崎大） 10 

岐阜県、兵庫県、山口

県、宮崎県、鹿児島県 

R8. 1.14 
経腟

採卵 
鳥取牧場 

増田 康充（エルセット

株式会社） 
6 

兵庫県、島根県、愛知

県、岐阜県、高知県 

R8. 1.22 
応用

技術 
十勝牧場 

三浦 亮太朗（酪農学園

大） 
10 

北海道、愛知、岡山、

埼玉、宮城 

R8. 1.28 
経腟

採卵 
本所(白河) 

増田 康充（エルセット

株式会社） 
4 

福岡県、沖縄県、秋田

県、山形県 

エ）評価モデル構築事業

カラードプラ機能付超音波検査装置は、今後の繁殖技術の精度向上と改良の推進に役立て

られることは想像に難くないが、機種毎に画像の描写が異なる状況があるため、スペックの

平準化の必要性が課題とされている。そこで、国内で利用が多く一般的に入手しやすい 3機

種を用い、得られたデータを比較することによりオッズ比等を求め、繁殖評価モデルを構築

する事業を独立行政法人家畜改良センターに委託した。 

オ）繁殖技術普及拡大事業（家畜人工授精・繁殖技術発表全国大会）

研修会で習得した技術を利用した成果、繁殖実務で得た事例や問題点等を発表する発表会

を開催した。今年度は北里大学獣医学部動物資源科学科の鍋西 久准教授による「近年の暑熱

環境は乳・肉用牛の繁殖性にどう影響しているか」とした特別講演を開催した。 

さらに、次世代の技術者育成の一助とするため、日本学校農業クラブ全国大会で発表され

【報告事項 令和７年度事業報告】 
 
優秀賞を獲得した農業高校の生徒を招待し、発表会を通して現職の技術者の活動を体得させ

た。 

また、第１６回全日本ホルスタイン共進会で最優秀賞等を受賞した牛の繁殖を手掛けた技

術者を大会に招待し特別表彰を行った。これらの情報を広く技術者に提供するため、発表会

当日の様子を収録し、発表会終了後に配信した。 

 

カ）繁殖基盤情報整備事業 

  

（ア）交配状況調査 

繁殖基盤強化につながる乳用牛への黒毛和種精液、性選別精液等の交配状況を調査し、四

半期ごとに集計結果をホームページ等で下記表のとおり公表した。 

 

交配調査情報の発信実績 

公 表 時 期 公 表 内 容  

令和 7年 6 月 30 日 
令和 7度第 1期四半期公表  

調査 246,750 頭 交雑種交配率 42.0％ 

令和 7年 9 月 22 日 
令和 7度第 2期四半期公表  

調査 235,202 頭 交雑種交配率 42.8％ 

令和 7年 12 月 18 日 
令和 7度第 3期四半期公表  

調査 221,693 頭 交雑種交配率 46.5％ 

令和 8年 3 月 23 日 
令和 7度第 4期四半期公表  

調査 253,804 頭 交雑種交配率 45.4％ 

（交雑種交配率は全国加重平均） 

 

（イ）受胎率調査 

令和５年次「確定」（R8. 3.31 現在.延べ頭数受胎率） 

    ・人工授精   

乳用牛調査 802,500 頭 受胎率 48.3%   

肉用牛調査 332,145 頭 受胎率 53.0% 

    ・胚移植 

体内胚調査  68,009 頭 受胎率 48.2%   

体外胚調査  26,996 頭 受胎率 39.1% 

   

令和６年次「速報」（R8. 3.31 現在.延べ頭数受胎率） 

    ・人工授精   

乳用牛調査 823,118 頭 受胎率 44.4%   

肉用牛調査 162,590 頭 受胎率 57.0% 

    ・胚移植 

体内胚調査  46,801 頭 受胎率 47.7%   

体外胚調査  23,960 頭 受胎率 43.2% 

 

 

（３） 肉用牛経営安定対策補完事業（肉用牛生産基盤強化等対策事業） 

和牛遺伝資源流出防止周知徹底対策（令和 7度新規事業） 

                     （独立行政法人農畜産業振興機構補助事業） 
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11 月 14 日：島根県開催（島根県畜産技術センター） 

③ 基本技術研修会

初心者を対象とした超音波技術の研修会開催を独立行政法人家畜改良センター（奥羽牧場、

岩手牧場、熊本牧場）との共催により、技術の有効性を体験する位置付けの研修会を開催し

た。 

④ 応用技術研修会

超音波研修会に参加した技術者からアンケート調査に寄せられた質問等を系統立てて整理

し、対応可能な講師に講義を依頼した。研修会は家畜改良センターとの共催とし、座学と実

技研修を併せて一層の理解度を深めた。 

⑤ 経腟採卵技術研修会

獣医師を対象として、経腟採卵技術の研修会を独立行政法人家畜改良センター（本所、鳥

取牧場）で年 2 回開催する。また、採取した卵子の検索等を獣医師ならびに家畜体外受精卵

移植師を対象に（申し込み時に免許確認）併せて開催した。 

基本技術・応用技術・経腟採卵技術研修会開催実績 

開催日 開催場所 講師 
参加 

人数 
参加者道県名 

R7.11.14 
基本

技術 
岩手牧場 平田 統一(岩手大) 10 

福島県、茨城県、栃木

県、埼玉県、新潟県 

R7.11.20 
基本

技術 
熊本牧場 西村 亮(鳥取大) 7 

山口県、高知県、福岡

県、鹿児島県 

R7.12. 4 
基本

技術 
奥羽牧場 永野 昌志（北里大） 10 

沖縄県、東京都、岩手

県、青森県、 

R7.12.19 
応用

技術 
宮崎牧場 北原 豪（宮崎大） 10 

岐阜県、兵庫県、山口

県、宮崎県、鹿児島県 

R8. 1.14 
経腟

採卵 
鳥取牧場 

増田 康充（エルセット

株式会社） 
6 

兵庫県、島根県、愛知

県、岐阜県、高知県 

R8. 1.22 
応用

技術 
十勝牧場 

三浦 亮太朗（酪農学園

大） 
10 

北海道、愛知、岡山、

埼玉、宮城 

R8. 1.28 
経腟

採卵 
本所(白河) 

増田 康充（エルセット

株式会社） 
4 

福岡県、沖縄県、秋田

県、山形県 

エ）評価モデル構築事業

カラードプラ機能付超音波検査装置は、今後の繁殖技術の精度向上と改良の推進に役立て

られることは想像に難くないが、機種毎に画像の描写が異なる状況があるため、スペックの

平準化の必要性が課題とされている。そこで、国内で利用が多く一般的に入手しやすい 3機

種を用い、得られたデータを比較することによりオッズ比等を求め、繁殖評価モデルを構築

する事業を独立行政法人家畜改良センターに委託した。 

オ）繁殖技術普及拡大事業（家畜人工授精・繁殖技術発表全国大会）

研修会で習得した技術を利用した成果、繁殖実務で得た事例や問題点等を発表する発表会

を開催した。今年度は北里大学獣医学部動物資源科学科の鍋西 久准教授による「近年の暑熱

環境は乳・肉用牛の繁殖性にどう影響しているか」とした特別講演を開催した。 

さらに、次世代の技術者育成の一助とするため、日本学校農業クラブ全国大会で発表され
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優秀賞を獲得した農業高校の生徒を招待し、発表会を通して現職の技術者の活動を体得させ

た。 

また、第１６回全日本ホルスタイン共進会で最優秀賞等を受賞した牛の繁殖を手掛けた技

術者を大会に招待し特別表彰を行った。これらの情報を広く技術者に提供するため、発表会

当日の様子を収録し、発表会終了後に配信した。 

 

カ）繁殖基盤情報整備事業 

  

（ア）交配状況調査 

繁殖基盤強化につながる乳用牛への黒毛和種精液、性選別精液等の交配状況を調査し、四

半期ごとに集計結果をホームページ等で下記表のとおり公表した。 

 

交配調査情報の発信実績 

公 表 時 期 公 表 内 容  

令和 7年 6 月 30 日 
令和 7度第 1期四半期公表  

調査 246,750 頭 交雑種交配率 42.0％ 

令和 7年 9 月 22 日 
令和 7度第 2期四半期公表  

調査 235,202 頭 交雑種交配率 42.8％ 

令和 7年 12 月 18 日 
令和 7度第 3期四半期公表  

調査 221,693 頭 交雑種交配率 46.5％ 

令和 8年 3 月 23 日 
令和 7度第 4期四半期公表  

調査 253,804 頭 交雑種交配率 45.4％ 

（交雑種交配率は全国加重平均） 

 

（イ）受胎率調査 

令和５年次「確定」（R8. 3.31 現在.延べ頭数受胎率） 

    ・人工授精   

乳用牛調査 802,500 頭 受胎率 48.3%   

肉用牛調査 332,145 頭 受胎率 53.0% 

    ・胚移植 

体内胚調査  68,009 頭 受胎率 48.2%   

体外胚調査  26,996 頭 受胎率 39.1% 

   

令和６年次「速報」（R8. 3.31 現在.延べ頭数受胎率） 

    ・人工授精   

乳用牛調査 823,118 頭 受胎率 44.4%   

肉用牛調査 162,590 頭 受胎率 57.0% 

    ・胚移植 

体内胚調査  46,801 頭 受胎率 47.7%   

体外胚調査  23,960 頭 受胎率 43.2% 

 

 

（３） 肉用牛経営安定対策補完事業（肉用牛生産基盤強化等対策事業） 

和牛遺伝資源流出防止周知徹底対策（令和 7度新規事業） 

                     （独立行政法人農畜産業振興機構補助事業） 
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【報告事項 令和７年度事業報告】 
 
我が国固有の財産である和牛遺伝資源（精液および受精卵）の中国への不正輸出未遂事案

の発生を受け、令和2年10月1日に「家畜改良増殖法の一部改正」および「不正競争防止法」が

制定された。家畜人工授精業務等を行う関係者ならびに和牛遺伝資源を所有する生産者に対

し、上述２法の理解を促すための研修会の開催、ならびに小冊子の作成と配布を通じ、和牛

遺伝資源の流通管理の重要性を周知すると共に、海外への流出防止を図る。 

また、各道府県で開催される家畜人工授精師養成講習会の法令(5時間)の講義も担当できる

ことになった。 

 令和７年度は、対象を繁殖技術者、和牛繁殖農家、家畜人工授精師養成講習会の３つに分

け、下記の講習会を開催し、410 名に参加いただいた。 

 

令和 7年度開催県、場所および参加人数 

道府県名 開催日 開催場所 人数 

法令研修会（対象：繁殖技術者） 

和歌山県 R7.9.12 和歌山県畜産試験場 19 

法令研修会（対象：和牛繁殖農家） 

福島県 R8.1.16 マーヴェラス末広 100 

福島県 R8.3.24 A 夢みなみ営農経済本店 50 

法令講習会等（対象：家畜人工授精師養成講習会） 

神奈川県 R7.7.15 東京農業大学厚木キャンパス 32 

三重県 R7.7.17 三重県畜産研究所 11 

沖縄県 R7.8.1 沖縄県立農業大学校 23 

茨城県 R7.8.7 鯉渕学園農業栄養専門学校 3 

北海道 R7.9.1 北海道大学農学部 14 

神奈川県 R7.9.7 麻布大学獣医学部畜産学科（4 年生：受精卵移植講習会） 34 

福井県 R7.9.11 福井県家畜保健衛生所 11 

和歌山県  R7.9.12 和歌山県畜産試験場 8 

茨城県  R7.9.18 茨城県畜産センター 34 

神奈川県 R7.10.8 麻布大学獣医学部畜産学科（3 年生：人工授精講習会） 45 

岡山県 R7.11.25 (公財)中四国酪農大学校 34 

島根県 R8.1.19 島根県立農業大学校 14 

 

（４）牛繁殖技術情報提供支援事業（令和７年度～９年度） 

   （地方競馬全国協会・畜産振興事業） 

家畜の生産サイクルの起点となる子畜生産にあたっては、家畜人工授精師の活躍が不可欠

だが、家畜人工授精師資格取得のためには大学等に所属している間に取得するか、都道府県

等が開催する講習会の課程を受講し、修業試験に合格する必要がある。しかし、様々な理由

から講習会の開催ができない自治体も多く、家畜人工授精師の確保に課題がある。 

また、有資格者が新たに技術習得を行う機会は少なく、限られた時間の中で活用できる知

識等の習得や技術向上の取組が必要である。 

このため、法に定められた家畜人工授精師等の資格取得に必要な一般科目ならびに専門科

目の動画による教材を作成し、都道府県の講習会での活用促進を働きかけ、家畜人工授精師

の確保への支援を行う。 

加えて、牛の人工授精技術者が必要となる新たな繁殖や育種、飼養管理等に係る技術につ

【報告事項 令和７年度事業報告】 

いて講習会を開催し、その様子を情報ライブラリ化することで、業務の合間を活用しながら

技術習得等を図る取組を支援する。 

ア）事業推進委員ならびに制作委員会の開催 (AP 東京)。

令和７年７月３０日、AP 東京八重洲７階 Vルームにおいて、専門家からなる標記委

員会を開催し、本事業の効率的かつ円滑な推進に関する検討等を行った。  

指摘事項等があった場合には、事業計画等の変更等を含めて適切に対応することとし

た。 

イ）先端技術講習会

月 日 道府県 内容（テーマ） 実施場所 
参加人数 

(うち

Web) 

講 師 

8 月 27 日 福岡県 

高受胎率を達成するた

めの繁殖戦略 

～個の技術からチーム

作りへ～ 

(公社)福岡県獣医

師会 FOF 研修室 

32 

（11） 

(株)Pivot 代

表取締役 

太田 智享 

8 月 29 日 島根県 

牛の状態を読み取って 

受胎率の向上に活かそ

う 

島根県畜産技術セ

ンター

84 

（20） 

(株)Pivot 代表

取締役 

太田 智享 

12 月 2 日 茨城県 
実践的な受精卵移植の

活用 
水戸京成ホテル 20 

山本動物 ET ク

リニック医院長

山本広憲

12 月 2 日 山形県 

ゲノミック評価を活用

した和牛の改良につい

て 

HOTEL ビューくろ

だ（天童市） 
30 

群馬県畜産試験

場 加藤 聡 

12 月 8 日 栃木県 

超音波画像下での効果

的な卵胞吸引と OPU-

IVF の現状 

栃木県総合文化セ

ンター

116 

㈱TARO ﾌｧｰﾑｹｱｸﾘ

ﾆｯｸ院長

佐藤太郎

乳牛の画像を活用した

分娩難易度推定技術 

農業・食品産業

技術総合研究機

構 青木真理 

2 月  3 日 山梨県 

乳・肉用牛の繁殖性に

およぼす近年の暑熱の

影響と効果的な対策 

山梨県畜産酪農技

術センター 長坂

支所 

29 

北里大学獣医学

部准教授  

鍋西 久 

ウ）動画作成

資格講習会で必要となる基礎科目の動画を作成し、資格講習会開催者を支援する。また、

新技術等の幅広い知識習得を促すための講習会開催と録画のライブラリ化を図り、人工授精

師の資質向上に結び付ける。 

令和 7 年度は「関係法規」「畜産学概論」「畜産の栄養」「畜産の飼養管理」「家畜の育種」

を作成済み。 

エ）情報ライブラリ化

現在、資格講習会のための動画は作られていない現状があり、動画教材を以て労力の軽減

を図ると共に、効率的な講習会の運営の支援を図る。さらに、新技術等の幅広い知識習得を

促す取り組みにより、人工授精師の資質向上に結び付け、問題の解消につなげることを目的
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我が国固有の財産である和牛遺伝資源（精液および受精卵）の中国への不正輸出未遂事案

の発生を受け、令和2年10月1日に「家畜改良増殖法の一部改正」および「不正競争防止法」が

制定された。家畜人工授精業務等を行う関係者ならびに和牛遺伝資源を所有する生産者に対

し、上述２法の理解を促すための研修会の開催、ならびに小冊子の作成と配布を通じ、和牛

遺伝資源の流通管理の重要性を周知すると共に、海外への流出防止を図る。 

また、各道府県で開催される家畜人工授精師養成講習会の法令(5時間)の講義も担当できる

ことになった。 

 令和７年度は、対象を繁殖技術者、和牛繁殖農家、家畜人工授精師養成講習会の３つに分

け、下記の講習会を開催し、410 名に参加いただいた。 

 

令和 7年度開催県、場所および参加人数 

道府県名 開催日 開催場所 人数 

法令研修会（対象：繁殖技術者） 

和歌山県 R7.9.12 和歌山県畜産試験場 19 

法令研修会（対象：和牛繁殖農家） 

福島県 R8.1.16 マーヴェラス末広 100 

福島県 R8.3.24 A 夢みなみ営農経済本店 50 

法令講習会等（対象：家畜人工授精師養成講習会） 

神奈川県 R7.7.15 東京農業大学厚木キャンパス 32 

三重県 R7.7.17 三重県畜産研究所 11 

沖縄県 R7.8.1 沖縄県立農業大学校 23 

茨城県 R7.8.7 鯉渕学園農業栄養専門学校 3 

北海道 R7.9.1 北海道大学農学部 14 

神奈川県 R7.9.7 麻布大学獣医学部畜産学科（4 年生：受精卵移植講習会） 34 

福井県 R7.9.11 福井県家畜保健衛生所 11 

和歌山県  R7.9.12 和歌山県畜産試験場 8 

茨城県  R7.9.18 茨城県畜産センター 34 

神奈川県 R7.10.8 麻布大学獣医学部畜産学科（3 年生：人工授精講習会） 45 

岡山県 R7.11.25 (公財)中四国酪農大学校 34 

島根県 R8.1.19 島根県立農業大学校 14 

 

（４）牛繁殖技術情報提供支援事業（令和７年度～９年度） 

   （地方競馬全国協会・畜産振興事業） 

家畜の生産サイクルの起点となる子畜生産にあたっては、家畜人工授精師の活躍が不可欠

だが、家畜人工授精師資格取得のためには大学等に所属している間に取得するか、都道府県

等が開催する講習会の課程を受講し、修業試験に合格する必要がある。しかし、様々な理由

から講習会の開催ができない自治体も多く、家畜人工授精師の確保に課題がある。 

また、有資格者が新たに技術習得を行う機会は少なく、限られた時間の中で活用できる知

識等の習得や技術向上の取組が必要である。 

このため、法に定められた家畜人工授精師等の資格取得に必要な一般科目ならびに専門科

目の動画による教材を作成し、都道府県の講習会での活用促進を働きかけ、家畜人工授精師

の確保への支援を行う。 

加えて、牛の人工授精技術者が必要となる新たな繁殖や育種、飼養管理等に係る技術につ
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いて講習会を開催し、その様子を情報ライブラリ化することで、業務の合間を活用しながら

技術習得等を図る取組を支援する。 

ア）事業推進委員ならびに制作委員会の開催 (AP 東京)。

令和７年７月３０日、AP 東京八重洲７階 Vルームにおいて、専門家からなる標記委

員会を開催し、本事業の効率的かつ円滑な推進に関する検討等を行った。  

指摘事項等があった場合には、事業計画等の変更等を含めて適切に対応することとし

た。 

イ）先端技術講習会

月 日 道府県 内容（テーマ） 実施場所 
参加人数 

(うち

Web) 

講 師 

8 月 27 日 福岡県 

高受胎率を達成するた

めの繁殖戦略 

～個の技術からチーム

作りへ～ 

(公社)福岡県獣医

師会 FOF 研修室 

32 

（11） 
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表取締役 

太田 智享 

8 月 29 日 島根県 

牛の状態を読み取って 

受胎率の向上に活かそ

う 

島根県畜産技術セ

ンター

84 

（20） 

(株)Pivot 代表

取締役 

太田 智享 

12 月 2 日 茨城県 
実践的な受精卵移植の

活用 
水戸京成ホテル 20 

山本動物 ET ク

リニック医院長

山本広憲

12 月 2 日 山形県 

ゲノミック評価を活用

した和牛の改良につい

て 

HOTEL ビューくろ

だ（天童市） 
30 

群馬県畜産試験

場 加藤 聡 

12 月 8 日 栃木県 

超音波画像下での効果

的な卵胞吸引と OPU-

IVF の現状 

栃木県総合文化セ

ンター

116 

㈱TARO ﾌｧｰﾑｹｱｸﾘ

ﾆｯｸ院長

佐藤太郎

乳牛の画像を活用した

分娩難易度推定技術 

農業・食品産業

技術総合研究機

構 青木真理 

2 月  3 日 山梨県 

乳・肉用牛の繁殖性に

およぼす近年の暑熱の

影響と効果的な対策 

山梨県畜産酪農技

術センター 長坂

支所 

29 

北里大学獣医学

部准教授  

鍋西 久 

ウ）動画作成

資格講習会で必要となる基礎科目の動画を作成し、資格講習会開催者を支援する。また、

新技術等の幅広い知識習得を促すための講習会開催と録画のライブラリ化を図り、人工授精

師の資質向上に結び付ける。 

令和 7 年度は「関係法規」「畜産学概論」「畜産の栄養」「畜産の飼養管理」「家畜の育種」

を作成済み。 

エ）情報ライブラリ化

現在、資格講習会のための動画は作られていない現状があり、動画教材を以て労力の軽減

を図ると共に、効率的な講習会の運営の支援を図る。さらに、新技術等の幅広い知識習得を

促す取り組みにより、人工授精師の資質向上に結び付け、問題の解消につなげることを目的
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とするため、新たな知識等を含めた講習会動画をライブラリ化して提供することにより、家

畜人工授精師等に新たな知識等を付与する動画作成本数を直接目標とする。年度は 5本の動

画をホームページに載せた。 

 

（単位:円）

場所・物量等 使用目的等 金   額

  (流動資産)

  現金 手元保管 運転資金として 170,901

  預金 普通預金 運転資金として 22,046,932

       百十四銀行東京支店 7,759,723

      三菱東京ＵＦＪ銀行八重洲通支店 7,129,604

       みずほ銀行八重洲口支店 16,452

       百十四銀行東京支店（預） 預り金 86,783

   百十四銀行 R7年度JRL事業 事業費未精算分等 7,054,370

  郵便貯金 運転資金として 1,624,071

  振替貯金 運転資金として 1,000,179

  未収金 20,257,204

      頒布品代 415,440

      広告料 機関誌、全国大会 264,000

　農畜産業振興機構助成事業　事業経費 5,080,839

　地方競馬全国協会助成事業　事業経費 13,840,925

　会員会費 156,000

  賛助金 500,000

  貯蔵品 講習会テキスト他頒布品 3,014,737

仮受金 65,855

   流動資産合計 48,179,879

  (固定資産)

   特定資産 18,149,018

    家畜人工授精技術推進対策特定資産 みずほ信託銀行本店 各テキスト、マニュアル等を作製 14,407,305

    西川賞特定資産 三菱UFJ信託銀行本店
寄付により受けた資産で、全国大会
において表彰するために使用 3,666,729

機器特定資産 事務室
補助事業で購入した機器で、研修会
で使用 899,800

減価償却累計額(機器特定資産) △ 824,816

   その他固定資産 182,618

   建物付属設備 事務室 1,809,421

 機器 事務室 研修会用超音波検査装置 2,843,800

  
 減価償却累計額
（JRL牛繁殖日人恊負担+その他）

△ 4,470,603

   固定資産合計 18,331,636

     資産合計 66,511,515

  (流動負債)

  未払金 7,865,768

事業費未払金 機関誌印刷・送料、後納郵便代等 4,531,565

管理費未払金 臨時雇用賃金、宅急便代等 25,113

JRL事業補助金返還額 3,309,090

預り金 雇用保険料等 72,035

   流動負債合計 7,937,803

     負債合計 7,937,803

     正味財産 58,573,712

財財  産産  目目  録録

令和８年３月３１日現在

貸借対照表科目
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